
 

 

第５５３号 

公民館だより  令和７年 

 ３   1 

 ２月15日(土)、総社音楽フェスＷｉｎｔｅｒ②として「六中吹奏楽部コンサート」を開催しました。 

  なじみのある音楽や、流行の曲など、幅広いジャンルの曲を演奏していただ

きました。現役六中生のみなさんの息の合った演奏が素晴らしく、大好評とな

りました。 

それに加えて第２部からの六中卒業生・講師の皆さんとのコラボ演奏も圧巻で

した。演歌やポップスの演奏にのせて、来場者も手拍子をしながら聴き入って

いました。 

 六中生、卒業生を中心に地域の皆さんが参加した「ジャンボリーミッキー」

は、会場全体が楽しい雰囲気となり、元気をもらうことができました。 

  

総社音楽フェスＷｉｎｔｅｒ  vol.2 

「六中吹奏楽部コンサート」を開催しました！！ 



Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
瓦
版 

X(旧Twitter) 

【
内
容
】
０
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
、
絵
本
を
見
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で

遊
ん
だ
り
、
お
と
も
だ
ち
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ 

は
全
員
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
、
参
加

費
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。 

【
日
時
】
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
（
祝
日

は
お
休
み
） 

 

３
月
13
日(

木)

、
27
日(

木) 

 

10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で 

【
場
所
】
市
立
図
書
館
総
社
分
館 

児
童
書

閲
覧
コ
ー
ナ
ー 

【
問
い
合
わ
せ
】
主
任
児
童
委
員 

西
谷(

２
５
３-

８
７
４
９) 

狩
野(

２
５
２-

６
５
３
４) 

そ
う
じ
ゃ
子
育
て
サ
ロ
ン 

 

総
社
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
考
え
た
「
群
馬
総
社
駅
西
口
駅
前
広

場
」
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
模
型
を
展
示
し
ま

す
。 

【
場
所
】
総
社
公
民
館
ロ
ビ
ー 

【
期
間
】
３
月
４
日
（
火
）
～
21
日
（
金
） 

市
役
所
で
休
日
臨
時
窓
口
を 

開
設
し
ま
す 

 

引
越
し
な
ど
の
多
い
時
期
の
日
曜
日
に
、

市
役
所
で
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
30
日(

日)

、
４
月
６
日(

日) 

 
 
 
 

８
時
30
分
～
17
時
15
分 

【
開
設
窓
口
】
市
民
課
、
国
民
健
康
保
険
課 

【
取
扱
業
務
：
市
民
課
】
住
民
異
動
・
戸
籍

の
受
付
、
印
鑑
登
録
申
請
の
受
付
、
住
民
票

の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍
謄
抄
本

な
ど
の
交
付
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
（
本
庁
舎
受
付
分
の
み
）
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
各
種
手
続
き
（
カ
ー
ド
の
申
請

を
除
く
）
、
国
民
年
金
資
格
届
な
ど
の
受
付

な
ど 

【
取
扱
業
務
：
国
民
健
康
保
険
課
】
国
保
資

格
確
認
書
の
交
付
手
続
き
、
国
保
資
格
届
の

受
付
、
高
額
療
養
費
支
給
申
請
、
減
額
認
定

証
交
付
申
請
等
の
受
付
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
届
出
、
保
険
料
納
付
の
手
続
き
、
子
ど
も

医
療
費
な
ど
福
祉
医
療
費
の
支
給
申
請
受
付

な
ど 

 

前
橋
市
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会
が
１

月
26

日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
総
社
地
区
の

小
学
生
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

高
学
年
の
部 

 

 
 

３
位 

冨
澤 

璃
奈
乃
さ
ん
（
山
王
） 

 
 

４
位 

岡
田 

瑚
夏
さ
ん
（
鍛
冶
町
） 

ウ
イ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
留
学

生
と
交
流
し
よ
う
！
」
の
講
座
を 

開
催
し
ま
し
た 

 

２
月
23
日(

日)

、
総
社
公
民
館
で
ウ
イ

ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
留
学
生
と
交
流
し

よ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
留
学
生
達
か
ら
、
ク
イ
ズ
形
式
で
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
学

び
、
各
国
の
ゲ
ー
ム
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。
体
を
動
か

し
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、

外
国
の
文
化
に
触
れ
合
う
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

わ
く
わ
く
親
子
教
室
「
ス
イ
ー
ツ

を
つ
く
ろ
う
」
の
講
座
を 
開
催
し
ま
し
た 

 

２
月
22
日(

土)

、
総
社
公
民
館
で
わ
く

わ
く
親
子
教
室
「
ス
イ
ー
ツ
を
つ
く
ろ

う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

総
社
地
区
食
生
活
改
善
推

進
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
・
豆

腐
白
玉
の
み
た
ら
し
団
子
の

お
菓
子
作
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

第
62
回
「
群
馬
県
文
学
賞
」
を 

総
社
地
区
在
住
の
神
保
喜
利
彦

氏
が
受
賞
し
ま
し
た 

 

「
群
馬
県
文
学
賞
」
は
、
群
馬
県
に
お

け
る
文
学
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
１

年
間
の
文
学
各
部
門
の
創
作
活
動
の
中
か

ら
、
特
に
優
れ
た
作
品
を
選
奨
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
総
社
地
区
在
住
の
神
保
喜
利

彦
氏
が
評
論
の
部
「
東
京
漫
才
全
史
」
で

見
事
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
漫
才
の
は

じ
ま
り
、
戦
後
の
メ
デ
ィ
ア
と
連
動
し
た

復
興
な
ど
、
多
方
面
か
ら
芸
能
研
究
を
さ

れ
、
素
晴
ら
し
い
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

総
社
地
区
在
住
の
島
津
三
郎
さ
ん
の
油

彩
画
を
紹
介
す
る
展
示
会
が
、
城
川
地
区

の
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催

で
城
川
公
民
館
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
作
品
の
入
れ
替
え

も
行
い
、
女
性
の
表
情
を
繊

細
に
捉
え
た
素
晴
ら
し
い
作

品
が
並
び
ま
し
た
。 

群
馬
総
社
駅
西
口
駅
前
広
場
の

整
備
イ
メ
ー
ジ
模
型
を 

展
示
し
ま
す 

前
橋
市
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た

大
会
に
て
総
社
地
区
の
選
手
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た 

城
川
公
民
館
に
て
島
津
三
郎
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た 

の
開
館
日 

８
時
30
分
～
17

時
15
分 

【
問
い
合
わ
せ
】
市
街
地
整
備

課 

０
２
７-

８
９
８-

６
９
６

７
（
直
通
） 

〇
３
月
の
営
業
予
定
日 

 

３
月
１
日(

土)

、
２
日(

日) 

 
 
 

８
日(

土)

、
９
日(

日) 

 
 
 

15
日(

土)

、
16
日(

日) 

 
 
 

22
日(

土)

、
23
日(

日)
 
 
 
 

営
業
時
間
は
９
時
30
分
～
15
時 

〇
休
業
日 

 

３
月
29
日(

土)

、
30
日(

日) 

〇
平
日
主
屋
開
場 

 

３
月
３
日(

月)

、
５
日(

水) 

 
 
 

10
日(

月)

、
12
日(

水) 

 
 
 

17
日(

月)

、
19
日(

水) 

 
 
 

24
日(

月)

、
26
日(

水) 

 
 
 

営
業
時
間
は
10
時
～
15
時 

〇
カ
レ
ー
食
堂
・
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ 

和
み 

 

３
月
９
日(

日) 

 

11
時
30
分
～
13
時
30
分 

〇
笑
小
屋
！
（
勉
強
と
遊
び
の
集
い
場
） 

 

３
月
16
日(

日)

、
23
日(

日) 

 

９
時
30
分
～
12
時
の
間
い
つ
で
も
可 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
基
本
的
に
は
小
学
生
で
す
が
、

中
学
生
も
可
で
す
。
勉
強
や
本
を
読
む
の

も
よ
し
、
何
か
作
る
の
も
お
し
ゃ
べ
り
す

る
の
も
大
歓
迎
で
す
。
勉
強
し
た
い
教

科
・
宿
題
に
必
要
な
も
の
、
息
抜
き
で
き

る
も
の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

【
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
】
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ

Ｙ
Ａ
（
旧
本
間
酒
造
店
舗
）
０

８
０-

７
０
３
７-

８
０
１
０ 



総社公民館 自主学習グループ紹介 
総社公民館で活動する自主学習グループを紹介します。興味のある方は問い合わせ先までご連絡ください。

【問い合わせ】総社公民館(251-4933) 

ツムツム 
【活動日】毎週水曜日 13:00～17:00 

【会費】500円/月 

【活動内容】 

 頭の体操と指先の運動を兼ねて、活動している麻

雀クラブです。 

会員数27名で、月4回水曜日に13時から実施してお

り、会費は月500円です。勝ち負けに関係なく、3か

月に一度の表彰があり、新人の方も安心して入会で

きる様に親切に指導します。 

 活気にあふれたクラブへ、

参加してみてはどうですか。

まずは見学からどうぞ！ 

絵手紙すみれ会 
【活動日】第3水曜日 10時～12時 

【会費】500円/月（9月、4月に各半年分徴収） 

【講師】陸川 たか子先生 

【活動内容】 

 会員13名で活動中です。月１回第三水曜日10時

に集合し、講師のもと絵手紙を描いています。ヘ

タがいい、ヘタでいいと言いながら、絵にひと言

添えて作品を仕上げ、友人、知人にポストイン。

秋の文化祭や地域の郵便局、介護施設などへの展

示活動をしています。みな

さんもぜひ一緒に絵手紙を

描いてみませんか。皆さん

のお越しをお待ちしており

ます。 

総社公民館での忘れ物について 
令和６年度総社公民館ご利用の方の忘れ物を保管しています。 
思い当たりのある方は、総社公民館(251-4933)までお問い合わせ 
ください。なお、保管期限は令和７年８月１５日（金）までと 
させていただきます。 

・水筒（グレー色）：黒のカバーに入っています 

・オレンジ色の帽子（THE NORTH FACE） 

・グレーの帽子（THE NORTH FACE） 

・グレーの帽子（TREKと記載あり） 

・フェイスタオル（水色の水玉模様） 

・ハンドタオル（ピンク地、Yのイニシャルあり） 

・ひざ掛け（赤紫色：木や草の模様有） 

・七分丈のシャツ（紺色） 

・もこもこのスリッパ（グレーの毛並み） 

・花の飾り（紫色：名札のように付けられる） 

・ハンドタオル（ポケモン）・木の部品 

・イヤリング(青色 片耳分）・クリーム色のバッグ 

第８回秋元公歴史まつり写真コンテスト結果発表 
歴史まつりで募集した写真コンテストの結果を掲載します。 

応募いただいた２４点の作品から５点が最優秀賞・優秀賞・佳作として選ばれました。 

なお、応募いただいた作品は、３月１４日（金）まで総社公民館で展示しています。 

たくさんのご応募、ありがとうございました。 

【最優秀賞】 

▼「武者行列」 高坂 かねみ 

【優秀賞】 

▲「秋元公出陣行列」 

 尾﨑 良一 

【佳作】 

◀「歴史マツリ」 

黒﨑 守輝 

【佳作】 

◀「威風堂々」荒井 裕 

 

    【佳作】 

「私も主役」▶ 

小野里 順二 

・ハローキティの捺印マット 

・ひもキーホルダー（REMOVE BEFORE FLIGHTと記載） 

・ノート（江戸時代の女性柄） 

・アイマスク（ピンク地のネコ） 

・くし（飴色）・ハンカチ（水色チェック）・シュシュ 

・キーホルダー・筆（書道用？）・マッキー緑 

・４色ボールペン・蛍光ペン（ピンク）、消しゴムなど 

・グレーの軍手（片手のみ）・靴の中敷き 

・折りたたみ傘の袋・男児用ランニング下着 

・藍色のハンカチ・傘 

・サングラス（黄緑色）・その他、印刷用の原稿 



 

 

発 行 日 令和7年3月1日 

編集発行 前橋市総社公民館 

     総社市民サービスセンター 

〒371-0852 前橋市総社町総社1583-2 

電話 251-4933 ファクス 255-0366 

 

今月の新刊 一般書 
10代のキミに贈る夢を叶える50の質問 (飯山 晄朗)/ひとりたび1年生（たかぎなおこライブラリー）(たかぎ 

なおこ)/会社が教えてくれないサラリーマンの税金の基本（金崎 定男)/しんどくなったら、心より先に体を整

えよう(いちい 葉子)/城郭ウオッチングのすすめ(伊東 冨士雄）/語源図鑑(猫野 シモベ)/絶望ハンドブック

(坂口 恭平)/生きる仕組み(養老 孟司)/はにわラソン(蓮見 恭子)/センスも時間もいらないおとなの絵日記

レッスン(若林 眞弓） 他  

 

児童書・絵本 
知ると楽しい!パンのすべて(「パンのすべて」編集部)/月のサバイバル(洪 在徹)/子どもだけでつくれる焼か

ないお菓子(原 亜樹子)/リコーダーがうまくなる(富永 和音)/あの空にとどけ(熊谷 千世子)/ぐうたら魔女

ホーライまた来た!(柏葉 幸子)/スージーとゆめがかなうとしょかん(スージー・モーゲンスターン)/でんしゃ

くん、まちへ(石倉 ヒロユキ) 他 

前橋市立図書館総社分館からのお知らせ 

編

集

後

記 

通常休館日 
  ３月３日、１０日、１７日、２４日、３１日 

 

※土日祝日は１０時～１７時の開館です。 

 

今
月
は
六
中
生
徒
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す 

・
ち
ょ
っ
と
待
て 
 

 
 
 

ホ
ン
ト
に
真
実
？ 

そ
の
う
わ
さ 

・
絆
で
広
が
る 

光
の
道 

 
 
 

仲
間
と
一
緒
に 

突
き
進
も
う 

・
そ
の
揶
揄
も 

 

 
 
 

あ
の
子
の
中
で 

致
命
傷 

「センスも時間もいらない

おとなの絵日記レッスン」 

 

 著：若林 眞弓  

 日本文芸社 

み
ん
な
の
人
権
を
考
え
よ
う 

「
あ
か
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
」 

市
立
図
書
館
総
社
分
館
で 

開
催
し
ま
す 

 

総
社
読
み
聞
か
せ
の
会
に
よ
る
お
は
な
し

会
と
し
て
、
「
あ
か
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か

せ
」
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
22
日
（
土
）
11
時
～
11
時

30
分 

【
会
場
】
市
立
図
書
館
総
社
分
館 

絵
本

コ
ー
ナ
ー 

 

ま
た
、
お
は
な
し
会
の
会
場
に
て
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
絵
本
の
引
き
換
え
が
で
き
ま 

す
。
該
当
の
方
は
引
換
券

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
】
前
橋
こ
ど

も
図
書
館(

２
３
０-

８
８

３
３)

 

総
社
読
み
聞
か
せ
の
会
か
ら 

お
知
ら
せ 

 

 編集後記を書いている２月末現在、この先の天気予報を見る

と、三寒四温となりそうで、一歩ずつ春に向かっているような気

がします。温度差で風邪をひかないようにしましょう。 

 今年度は２年に一度の総社秋元公歴史まつりなど、多くのイベ

ントがあり、盛り上がった一年となりました。来年度もみなさん

で総社地区を盛り上げられたらと思います。 

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動 

 
「
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
県
民
運
動
」
を
推

進

し
、
地

域

の

安

全
・
安

心

な

イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

【
実
施
時
期
】 

３
月
15
日
～
４
月
30
日 

〇
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
と
は 

お
「
送
ら
な
い(

写
真
を)
」 

ぜ
「
絶
対
会
わ
な
い
」 

の
「
載
せ
な
い(

個
人
情
報
を)
」 

か
「
書
き
込
ま
な
い(

悪
口
を)
」 

み
「
見
な
い(

有
害
サ
イ
ト
を)

」 

さ
「
探
さ
な
い(

出
会
い
を)

」 

ま
「
守
る(

ル
ー
ル
を)

」 

人
権
に
つ
い
て 

○
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

 

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て

採
ら
れ
た
強
制
的
な
隔
離
政
策
の
下
で
、
患

者
・
元
患
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
に
対

し
て
も
、
社
会
に
お
い
て
極
め
て
厳
し
い
偏

見
や
差
別
が
作
出
・
助
長
さ
れ
、
今
な
お
存

在
す
る
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
す
。 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族
が

置
か
れ
て
い
た
境
遇
を
踏
ま
え
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
偏

見
や
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。 


